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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２つの平行に相互に対向する離隔されたプリント基板（３，５）で電気的なコンタクト
を行うためのプリント基板カード差込接続部であって、
　相互に係合されるように形成された表面実装可能な接続エレメント（１）を有し、
　該接続エレメント（１）は差込側とはんだ側とを有する形式のものにおいて、
　該接続エレメント（１）は、多角形の包囲壁状に形成されたカラー（１１）を有するよ
うに形成された多面体形の対称的なボディ（１０）を有し、
　前記ボディ（１０）全体に導電性コーティングが被覆されており、
　前記カラー（１１）の２つの対向するコーナ領域である第１のコーナ領域（１４）およ
び第２のコーナ領域（１６）において前記カラー（１１）にノッチ（１５，１７）が設け
られており、
　前記カラー（１１）の内側に、両ノッチ（１５，１７）間の第３のコーナ領域（１８）
において、該カラー（１１）の中心を向いている少なくとも１つの電気的な信号コンタク
ト（４０）を保持するための、絶縁性材料から成形されたコンタクトホルダ（３０）が次
のように設けられており、すなわち、前記２つのプリント基板（３，５）間で前記接続エ
レメント（１）の電気的なコンタクトが行われたときに相手側の接続エレメント（１）の
コンタクトホルダ（３０）を収容するための空間が、各接続エレメント（１）の前記カラ
ー（１１）の前記第３のコーナ領域（１８）に対向する第４のコーナ領域と該コンタクト
ホルダ（３０）との間に形成されるように設けられており、
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　前記信号コンタクト（４０）は、前記導電性コーティングによって被覆されたボディ（
１０）から該絶縁性材料によって電気的に絶縁され、
　前記信号コンタクト（４０）は前記第４のコーナ領域を向くように前記コンタクトホル
ダ（３０）によって保持されることにより、前記２つの接続エレメント（１）の電気的コ
ンタクト時に該第４のコーナ領域と該コンタクトホルダ（３０）との間の空間に収容され
る相手側の接続エレメント（１）のコンタクトホルダ（３０）によって保持された相手側
の信号コンタクト（４０）と対向して接触するようにされ、
　前記ボディ（１０）を前記プリント基板（３，５）に取り付けるために、前記コンタク
トホルダ（３０）に、機械制御による装着のための吸着面（３１）が設けられており、
　各接続エレメント（１）は相手側の接続エレメント（１）とそれ自体で、前記ノッチで
相互に差込可能に形成されており、
　各接続エレメント（１）が相手側の接続エレメント（１）と係合されたとき、両接続エ
レメント（１）のボディの導電性コーティングが相互にコンタクトし、該接続エレメント
内の、相互に接続された両方の信号コンタクト（４０）が、前記導電性コーティングによ
って被覆されたボディ（１０）によって囲まれることによってシールドされ、該信号コン
タクト（４０）で信号を、ノイズに対して強く高周波信号伝送することができることを特
徴とする、プリント基板カード差込接続部。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、平行に相互に対向して離隔されている２つのプリント基板で電気的にコンタ
クトを行うためのプリント基板カード差込接続部に関する。これら２つのプリント基板は
、相互に係合するための表面実装型の接続エレメントを有し、これらは差込側とはんだ側
とを有する。
【背景技術】
【０００２】
　このような接続部は、平行に方向づけされた２つのプリント基板を差込接続部によって
電気的にコンタクトするために必要とされる。このコンタクトは、プリント基板ごとに任
意の位置で行わなければならず、ＧＨｚ領域にある信号を耐妨害性に伝送しなければなら
ない。
【０００３】
　ＵＳ７１１８３８３Ｂ２から、２つのプリント基板を接続するための同軸差込コネクタ
が公知である。この同軸差込コネクタでは、管形の２つの表面実装型の差込ボディを相互
に差し込み、一方の差込ボディのピン形の中心コンタクトを、他方の差込ボディのＵ形の
相手側のコンタクトに係合させる。
【０００４】
　「ボードツーボード」接続用のプリント基板カードコネクタは、環形に形成されたシン
グル差込コネクタとして提供されるか、または、多重に連続的に配置されたコンタクトを
有する細長く形成された直列差込コネクタとして提供されている。
【０００５】
　シングルコンタクトを有する差込接続部は主に回転部分として形成されており、この製
造は比較的高コストである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の課題は、冒頭に述べた形式のプリント基板カード接続部を次のように構成する
こと、すなわち、コンパクトな接続エレメントによって、高周波動作可能な電気的接続部
を２つのプリント基板間に形成し、各接続エレメントは表面実装で該プリント基板に接続
されるように構成することである。
【課題を解決するための手段】
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【０００７】
　前記課題は、接続エレメントが、多面体形かつ対称的であるカラー形のボディを有し、
該ボディの２つの対向するコーナ領域である第１のコーナ領域と第２のコーナ領域とにノ
ッチが設けられており、該ボディ内部において両ノッチの間の第３の領域に、該ボディの
中心を向いている少なくとも１つの電気的な信号コンタクトに対するコンタクトホルダが
設けられている構成によって解決される。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　請求項２～１８に本発明の有利な実施形態が記載されている。
【０００９】
　本発明によって実現される利点はとりわけ、内部空間に絶縁されて配置された電気的コ
ンタクトを有する、前記接続エレメントのカラー形の構造体によって、ＧＨｚ領域まで使
用可能な耐高周波性の差込接続部を実現できることである。
【００１０】
　ここでは、接続エレメントは有利には、正方形の雌雄両性の差込部分として形成される
。すなわちこの接続エレメントは、同じ形状の差込部分によって差込可能に形成される。
【００１１】
　また、対称的に成形された多面体形の別の接続エレメントも考えられる。
【００１２】
　非導電性の材料から製造された接続エレメントのボディは、導電性のカバーによって完
全に包囲される。
【００１３】
　ボディの内部に電気的に絶縁性のコンタクトホルダが配置されており、該コンタクトホ
ルダに電気的なコンタクトが係合される。これは、相互作用するように適切に形成された
係止手段を有する別個の部分として、ボディ内で使用される。ここでは、ボディおよびコ
ンタクトホルダは熱的な配慮から、有利には同一の絶縁性材料から製造される。これに相
応して、はんだ面の構成体がプリント基板上に設けられ、接続エレメントの導電性のカバ
ーおよび信号コンタクトは、別個のはんだ面にしたがってコンタクトするように構成され
る。１つの実施形態では、接続エレメントのボディの重要な部分に、有利には内部領域に
、導電性のカバーが設けられる。ここではコンタクトホルダは、導電性のカバーなしでボ
ディに直接成形される。
【００１４】
　付加的な構成部分として、打ち抜き撓曲部分として成形しなければならないのは、内部
の電気的コンタクトのみである。
【００１５】
　シールドされた高周波動作可能な信号伝送を実現するためには、両接続エレメントを相
互に差込可能に構成して、一種のラビリンス封止が最適に形成されるように構成するのが
有利である。こうするためには、カラー形のボディにおいて、２つの相互に対向するコー
ナ領域にノッチが設けられ、このノッチによって、２つの同一の接続エレメントを相互に
差し込めるようにする。ここでは差込過程で、一方の接続エレメントが１８０°軸回転さ
れて、他方の接続エレメントに対して側方に僅かにずらされて配置される。
【００１６】
　さらに差込側において、電気的コンタクトを収容するコンタクトホルダにおいて両ノッ
チによって囲まれたコーナ領域に、有利には吸着面が設けられ、これによって、接続エレ
メントがプリント基板に自動装着されるように構成される。
【００１７】
　すでに上記で述べたように、少なくとも内部領域は、電気的コンタクトの絶縁領域まで
ＭＩＤ技術によって導電性コーティングされる。このことは、前記２つのノッチと、漏斗
形の傾斜で包囲するカラー縁部とにも当てはまり、さらには、プリント基板に向いている
次のようなカラー縁部、すなわち、接続エレメントとプリント基板との間に挿入されたは
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んだ手段にキャピラリ作用を及ぼして確実なはんだ付けを実現する穿孔が有利には設けら
れるカラー縁部にも当てはまる。
【００１８】
　周縁に設けられた差込側のカラーホイールは、有利には傾斜部分を有する。これによっ
て、差し込むべき２つの接続エレメントを容易に「とらえる」ことができ、Ｚ軸の方向づ
け誤りは、接続対では最大で±１０°の水平回転まで公差範囲となる。Ｚ軸の垂直方向の
傾きが７°であってもなお、相手側のプラグを「とらえる」ことができる。
【００１９】
　Ｚ軸すなわち２つのプリント基板間の高さ間隔では、差し込まれた状態で±０．７５ｍ
ｍの公差が設けられる。接続エレメントはプラスチック射出成形部材として製造されるの
で、２つのプリント基板間に約６～３０ｍｍの段階的な間隔領域が得られる。
【００２０】
　有利には、６．７ｍｍ、１９ｍｍ、２８．７ｍｍの間隔が設けられる。信号コンタクト
として設けられているにもかかわらず、接続エレメントを適切に寸法決めすれば、信号コ
ンタクトによって一貫して、いわゆるパワーコンタクトとしての変形形態が考えられる。
また、内部の信号コンタクトを有さない変形形態も実現可能である。さらに、ボディ内に
多重コンタクトを配置するように構成される。この多重コンタクトは、有利には雌雄同性
のコンタクトとして形成され、直線形のコンタクト脚部とＳ形のコンタクト脚部とを有す
ることにより、２つの適切に設けられた接続エレメントをコンタクトする際に、そのつど
２つの異なる形状のコンタクト脚部が相互にコンタクトするようにされる。
【００２１】
　図１は、カラー形である一体形の接続エレメントを、差込領域が見えるように示した等
尺図である。接続エレメント１は、正方形であるカラー形のボディ１０として成形されて
おり、２つの相互に対向するコーナ領域１４，１６にそれぞれ、カラー１１に対して垂直
に入れられたノッチ１５，１７が設けられている。
【００２２】
　ボディ１０全体には、導電性コーティングが被覆されている。
【００２３】
　ノッチ１５，１７はたとえば、カラー厚さに相応する開口幅を有し、同図では、カラー
全体の高さの約半分の高さに相応する深さを有する。
【００２４】
　ボディ１０には、両ノッチ１５，１７によって囲まれたコーナ領域１８において、絶縁
性材料から成形されたコンタクトホルダ３０が挿入されている。このコンタクトホルダ３
０は、ここではシングルコンタクトとして形成されている信号コンタクト４０を収容する
ように設けられている。コンタクトホルダ３０は差込側に、ここでは３角形の吸着面３１
を有している。これはいわゆるピックアンドプレイス箇所として、接続エレメントがプリ
ント基板に機械制御によって位置決めされるように形成されている。
【００２５】
　カラー１１は、両面で内側と外側とで包囲する傾斜部２０，２１を有する差込側カラー
縁部１２を備えている。この傾斜部２０，２１によって、２つの同一の接続エレメントを
容易に相互にスライド挿入することができる。
【００２６】
　コーナ領域１４，１６にはさらに、外側に向かって作用する整列エレメントが一体成形
されており、これはスロット２６およびばね２７として形成されている。このばね２７は
、外側領域で先細りされて漏斗形に成形されることにより、複数の接続エレメントを整列
する際に第一に、スロット‐ばねの組み合わせの比較的厚い中間領域が形状接続的な結合
を成すまで、ばねがスロットに容易に挿入される。その際には、スロット２６も同様に、
外側領域が拡げられた漏斗形の長手形状を有することに留意すべきである。
【００２７】
　図２は、接続エレメントの正方形のボディ１０をはんだ側から見た図である。
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【００２８】
　ここで重要なのはまず、コーナ領域１８を形成する両カラー側１１に設けられた２つの
Ｔ形の切欠部１９である。ここではコンタクトホルダ３０は、相応に突起する係止軌道３
２によってスライド挿入されて保持される。
【００２９】
　さらに、コーナ領域はスロット２４を有し、このスロット２４に、信号コンタクトに一
体成形されたはんだ脚部４２が挿入されることにより、プリント基板上のはんだパッドに
はんだ付けされるように形成されている。
【００３０】
　ここでは、はんだ側のカラー縁部１３に２つの固定ピン２２が一体成形されており、こ
れらは、はんだ付け過程ではんだ手段が、カラー縁部に設けられた穿孔２３内にキャピラ
リ力によって上昇し、該カラー縁部と該穿孔２３とを最終的に固定完了するまで、プリン
ト基板において極性付けおよび保持のために使用される。
【００３１】
　図３ａ，３ｂ，３ｃは、信号コンタクト４０が挿入されるコンタクトホルダ３０を複数
の表現で示す。図３ａおよび３ｂには垂直ポジションが示されており、図３ｃには逆のポ
ジションが示されている。
【００３２】
　輪郭はコーナ領域１８への挿入に相応して、３角形の脚部３６として、ボディ１０の壁
高さに相応して最大で内側の傾斜部分２０にまで到達する高さで成形されている。上側が
平滑なこの３角形は、プリント基板上に接続エレメント全体を機械制御で位置決めするた
めの吸着領域３１が設けられている。
【００３３】
　中央には柱状構造があるのが見て取れる。両柱間の切欠部のここでは上側にアパーチャ
３３が形成されており、下側領域には凹入部３４が形成されており、脚部にはポケット３
５が形成されている。突出している垂直な係止軌道３２によって、コンタクトホルダがボ
ディ１０のＴ字形の切欠部１９に固定されるのが保証される。
【００３４】
　最後に、図４ａ、４ｂに示された信号コンタクト４０は、外側に向かって撓曲されたコ
ンタクト領域４１と扁平なはんだ脚部４２とを有するＵ字形状を有する。
【００３５】
　上側の脚部端部と下側の脚部端部と撓曲されたコンタクト領域の下方である３つの位置
にそれぞれ３面で露出されている係止づめ４３が外側に撓曲されている。これらの係止づ
めによって、信号コンタクトはアパーチャ３３と凹入部３４とポケット３５とにロックさ
れる。
【００３６】
　図５に、接続エレメント１の１つの変形形態１′が示されている。この変形形態１′で
は、内壁と、異なる角度で形成された差込側のカラー縁部１２の内部および外部とにのみ
導電性コーティングが設けられており、これによって、完全に差し込まれたときに最大限
の高周波シールド作用が実現されるようにされている。さらにここでは、信号コンタクト
４０に対する絶縁性のコンタクトホルダ３０がボディに直接成形されている。この導電性
コーティングは、特に示されていない。
【００３７】
　図６ａに２つの接続エレメント１または１′が示されている。これは、それぞれプリン
ト基板３，５に取り付けられて、相互にコンタクトする。ここでは、プリント基板５を有
する上側の接続エレメントが１８０°回転されている。カラー１１に対角線上に形成され
たノッチ１５，１７によって、両ボディを僅かにずらして、相互に完全に差し込むことが
できる。その際にはまず、２つの内側にある信号コンタクトがしばらくしてから相互にコ
ンタクトするまで、カラー壁のシールドコーティングがコンタクトする。
【００３８】
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　最後に図６ｂに、プリント基板の異なる間隔と同義である異なる高さが、接続エレメン
トの異なる高さ構成によって比較的容易に実現できるのが示されている。ここではまず、
約６～３０ｍｍのプリント基板間隔が設けられている。ボディの中央領域に対してのみ延
長部が設けられており、差込側カラー縁部とはんだ側カラー縁部との双方の構成は変化さ
れないまま維持される。ここでは、信号コンタクトの適切な延長部が設けられているので
、コンタクトホルダの延長も必要である。
【００３９】
　図７に２つの差し込まれた接続エレメント１が示されている。ここでは、上側のプリン
ト基板は取り外されている。
【００４０】
　ここでは、両信号コンタクト４０がコンタクトされているのが明確に示されており、こ
れらは、外側に向かって撓曲されたコンタクト領域４１によって、対角線上の力成分を発
生する。これによって、両接続エレメントのボディ１０は常に、対向するコーナ領域に押
し込まれ、接地信号を伝送するためのコーティングも確実にコンタクトされるのが保証さ
れる。
【００４１】
　図８に、上記の接続エレメント１の１つの変形形態が示されている。この変形形態では
多重コンタクト４０．１が示されており、これはボディ１０内部においてコンタクトホル
ダ３０内に配置されている。図９ａに示された多重コンタクト４０．１は、２つの相互に
接続されたコンタクト脚部を有する雌雄両性のコンタクトエレメントとして形成されてい
る。これらのコンタクト脚部のうち１つは、直線上の扁平なコンタクト脚部４４．１であ
り、他方はたとえばＳ字形のコンタクト脚部４１．１であり、これははんだ脚部４２．１
と組み合わされて、プリント基板の適切な穿孔に挿入されるように形成されている。
【００４２】
　こうするためには、図９ｂに示された多重コンタクトの表面実装型も提供される。
【００４３】
　最後に図１０に、接続エレメント１の１つの変形形態がプリント基板の部分断片３とと
もに示されている。この変形形態では、接続エレメントは楕円形状のボディ１０．１を有
し、このボディ１０．１内に信号コンタクト４０はコンタクトホルダ３０によって保持さ
れる。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】接続エレメントの差込側の等尺図である。
【図２】接続エレメントのボディのはんだ側の等尺図である。
【図３ａ】接続エレメントのコンタクトホルダの等尺図である。
【図３ｂ】コンタクトホルダのコーナ領域が見えるように示された図である。
【図３ｃ】コンタクトホルダの脚部領域が見えるように示された図である。
【図４ａ】電気的コンタクトを外側から見た図である。
【図４ｂ】電気的コンタクトを内側から見た図である。
【図５】接続エレメントの１つの変形形態である。
【図６ａ】相互に差し込まれた２つの短い接続エレメントである。
【図６ｂ】相互に差し込まれた２つの長い接続エレメントである。
【図７】相互に差し込まれた２つの接続エレメントを示しており、プリント基板は示して
いない。
【図８】多重コンタクトを有する接続エレメントである。
【図９ａ】はんだ脚部を有する雌雄両性のコンタクトエレメントである。
【図９ｂ】はんだ脚部を有さない雌雄両性のコンタクトエレメントである。
【図１０】楕円形の接続エレメントの１つの変形形態である。
【符号の説明】
【００４５】
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　１，１′　接続エレメント、変形形態
　３　プリント基板１
　５　プリント基板２
　１０，１０′　ボディ　　　１０．１　楕円形のボディ
　１１　カラー
　１２　カラー縁部、差込側
　１３　カラー縁部、はんだ側
　１４　第１のコーナ領域Ａ
　１５　ノッチＡ
　１６　第２のコーナ領域Ｂ
　１７　ノッチＢ
　１８　第３のコーナ領域Ｃ
　１９　コンタクトホルダに対する切欠部、Ｔ字形
　２０　傾斜部分、内側
　２１　傾斜部分、外側
　２２　固定ピン
　２３　穿孔
　２４　信号コンタクトに対するスロット形の切欠部
　２５　整列エレメント
　２６　スロット、直線状
　２７　ばね、漏斗形
　２８　（はんだパッド）
　２９　（はんだパッドに対する切欠部）
　３０　コンタクトホルダ　　３０．１　コンタクトホルダ、多重コンタクト
　３１　吸着領域、ピックアンドプレイス
　３２　係止軌道、突出
　３３　信号コンタクトに対するアパーチャ、上側
　３４　凹入部
　３５　信号コンタクトに対する切欠部、ポケット、下側
　３６　脚部
　４０　シングル信号コンタクト　　４０．１　多重コンタクト　　４０．２　ＳＭＤコ
ンタクト
　４１　湾曲されたコンタクト領域　　４１．１　Ｓ字形のコンタクト脚部　　４１．２
　Ｓ字形の脚部
　４２　はんだ脚部、扁平　　４２．１　はんだ脚部　　４２．２　ＳＭＤはんだ脚部
　４３　係止ラッチ　　４３．１　係止ラッチ　　４３．２　係止ラッチ
　４４．１　直線状のコンタクト脚部　　４４．２　直線状の脚部
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【図１】 【図２】

【図３ａ】

【図３ｂ】

【図３ｃ】

【図４ａ】

【図４ｂ】

【図５】
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【図６ａ】

【図６ｂ】

【図７】

【図８】

【図９ａ】

【図９ｂ】

【図１０】
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